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解答例：数学
問 1 　関数を含む基本的な方程式が解けることを確認する問題

(1) x3 −2x2 −2x+1 = (x+1)(x2 −3x+1) = 0より，

x =−1,
3
2
±

√
5

2

(2) sin2x− cosx = cosx(2sinx−1) = 0より，cosx = 0，または，sinx =
1
2
，となる

から，0 ≦ x < πの範囲（定義域）では，

x =
1
2

π,
1
6

π,
5
6

π

(3) log2(x−4)+ log2(x−6) = 3 = log2(x−4)(x−6)より，
(x−4)(x−6) = 23 = 8

よって，x = 2，8のうち定義域より x = 8。

問 2 　放物線と直線の交点と囲まれた領域の面積，微分の計算を問う問題

f (t) =
∫ a

0
|x(x− t)| dx =

∫ t

0
−x(x− t) dx+

∫ a

t
x(x− t) dx =

t3

3
− a2t

2
+

a3

3

f ′(t) = t2 − a2

2

これより t =
a√
2
で最小値 a3(2−

√
2)

6
。最大値は t = 0で a3

3
。

問 3 ベクトルを用いた基本的な計算を試す問題
ℓの方向ベクトルは d1 = (1,−2,3)。
これより ℓ上の点Hは αを用いて，(α,−2α −1,3α)と書ける。

ＯＨと d1が垂直となることから，α =−1
7
。Hの座標は

(
−1

7
,−5

7
,−3

7

)
。

問 4 数列の一般項を求める基本的問題

{
a1 = 1, a2 = 3

an+2 −3an+1 +2an = 0

1



より
(an+2 −αan+1) = β (an+1 −αan)

と変形することを考えると，α,β = 2,1 となることがわかるので，α＝ 1,β = 2，
α＝ 2,β = 1，として (an+2−αan+1)をもとめて，両者の場合で差を取ってもとめる
と an = 2n −1。

問 5 複素数の基本的性質を問う問題
3
2
− i

√
3

2
=
√
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(√
3

2
− i

2

)
=
√

3e−i π
6 と表されるので，

(
3
2
− i

√
3

2

)5

= (
√

3)5e−i 5π
6 と

なり，これより，それぞれ以下の値を得る。

実部：−27
2
，虚部：−9

√
3

2
，偏角：−5π

6
。

問 6 確率の基本的な理解を問う問題
(1)すべての目が 1となる確率だから，P(X = 1) =

1
6n。

(2) 1つだけ 6で他はすべて 1の場合と，2と 3が 1回ずつで残りがすべて 1の場合
をすべて考えて，P(X = 6) = n

1
6n +n(n−1)

1
6n =

n2

6n。
(3) n = 1のとき, P(X = 8) = 0。
n = 2のとき，(4,2)か (2,4)の場合を考えて，P(X = 8) =

2
36
。

n > 2のとき, 4と 2が一つずつで残り全部 1か，2が 3つ出て残りはすべて 1の場合
で，P(X = 8) = n(n−1)

1
6n +n(n−1)(n−2)

1
6n+1 =

n(n−1)(n+4)
6n+1 。

問 7 積分方程式について理解しているかを問う問題
与えられた式を微分すると f (x) = 1+

1
2x
。

また，x = aとすると，a+
1
2

loga = 1となり a = 1。
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